商品陳列館の1998年度 by 外山,徹
商品陳列館の1998年度
外　山 徹
はじめに
　明治大学商品陳列館は、我が国の生活文化の所産である伝統的工芸品を具体例に、生
活文化としての商品のグランドデザイン〔1のあり方を教育普及のテーマとして活動してい
る。そこでは、伝統的工芸品を、商品として、生活用品としての視点から見ているわけ
であるが、1998年度においては、それとはまた違った、芸術的な視点からの展覧会を開
催することとなった。後述する「水墨画と筒描藍染で詩（うた）う　テムズ河旅情」展の
開催である。この展覧会は、日本の伝統技法を用いて外国の風景を表現するという試み
であり、英国大使館をはじめ同国の教育関係諸団体の後援を受けての開催となったが、
文化交流という意味でも意義のある展覧会であったと考える。ともすると、文化交流と
言われるものの内には、他国の事物をそっくりそのまま引っ張ってくるのみで、俗っぽ
い異国趣味的な形に終始してしまう場合も多く、日本の在来文化の否定の上に成り立っ
ているような場合も見受けられる。今回、出展された伝統工芸作品は、借り物ではない、
まさに日本の伝統文化そのものの価値を生かしつつ、外国の文化（2）と融合させた好事例で
あると自負するものである。その意味では、国際化の叫ばれる今日において、商品陳列
館で扱っている伝統的工芸品は、国際文化交流という観点からも、もっと多様な意味付
けの方法を考案する余地があるのではないかと強く実感することのできた一年であった。
　以下、1998年度の活動をふり返ってみたい。
（D開発企画、原材料の調達、製造加工、販売、生活用品としての使用、といった一連の商品成立から消費までの
　過程全体のデザイン。
（2）英国の場合、景観それ自体が、ナショナル・トラスト運動の盛んなことに表れているように、文化の保存・再
　生産として評価できる。ひるがえって、我が国の実情を考えると、建築物群の保存が申し訳程度になされてい
　るものの、こうした視点が文化として欠落していると言わざるを得ない。
教育普及
1　特別展「水墨画と筒描藍染で詩（うた）う　テムズ河旅情」展の開催
　本学校友である古庄輝亘氏（紺屋九代目筒描藍染岩吉）から大学あてに藍染作品の展
示会会場借用の打診があり、伝統工芸を扱っている当館にて、共催による特別展覧会を
行うという形で応ずることとなり、開催のはこびとなった。展覧会は当初から主題を同
じくする二人展の予定で、水墨画家の濱中応彦（おうげん）氏の作品を併せて展示する
こととなった。両氏の作品はこれまでにも英国において高く評価されていたため、今回
の展示はテムズ河の風景を主題とし、英国大使館および英国の教育文化関係諸団体の後
援の下、英国文化年間行事「英国祭フェスティバルUK98」の一環として開催することと
なった。
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会期；1998年11月4日～17日
後　援；英国大使館　エディンバラ・アワード　ブリティッシュ・カウンシル
内　容；水墨画・筒描藍染の作品、および製作に使用された諸道具・原材料、筒描藍染の
　　　　製作工程を展示した。
（1）出展作品について
　濱中応彦氏は、既成画壇に属さず、その作品は山水画に代表されるような水墨画一般
のイメージとは異なった独自の作風を持つ。その特徴は、着色しない白地の部分をうま
く生かした明るさ、水面・川面などこれまでの水墨画ではあまり表現されてこなかった
平面の表現という点にある。今回のテーマであるテムズ河の水の風景を描く上では、濱
中氏の作風が遺憾なく発揮されている。筒描藍染は、渋紙を丸めた筒から防染用の糊を
絞り出すように生地の上に押し出して模様を描く技法である。生地に糊を置いた部分が、
防染されて白く抜けることによって模様が表現されるわけである。今回出展された古庄
輝亘（岩吉）氏の作品には、厳密には、こうした筒描本来の方法のみではなく、「散り糊」
という技法が用いられている。これは、乾燥させ粉末状にした防染用の糊を、水を含ん
だ生地に撒くことにより糊置を行う技法であり、全体に霞の立ったような仕上がりとな
る技法である。今回の作品は、濱中氏の作品を藍染で表現し直したものであり、水墨画
様の表現をするためにこうした技法が用いられた。
（2）展示構成
水墨画 19点
???
水墨画の製作道具 筆（9点）、硯（2点）、墨（5点）、越前和紙
筒描藍染 7点
筒描藍染の工程 図版パネルと写真パネルで筒描藍染の工程を紹介
????
道具 蝶番2種、伸子2種、糊筒4種、口金3種、木くず筒描藍染の
ｻ作道具と原料 原料 すくも（染料・藍葉を発酵させたもの）ﾐ原料（餅米、糠、塩、石灰）
※出展作品の詳細については後段「事業報告」を参照のこと
（3）特別展に関連して行われた諸行事
①オープニングセレモニー
　日　時；1998年11月4日（水）
　　　　　13時30分～14時
　会　場；大学会館3階エレベーター・ホー
　　　　　ル　展示室　博物館教室
　内容；英国側からマイケル・バーレット
　　　　氏（英国大使代理、ブリティッシ
　　　　　ュ・カウンシル日本代表）、テレ
　　　　　ンス・レーガン氏（エディンバ
　　　　　ラ・アワード国際協会会長）、
　　　　橋本　孝氏（同日本代表）、本学　特別展「テムス河旅情」展 オープニングセレモニー
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から岡村了一理事長、戸沢充則学長をお招きした。セレモニーは刀根館長の開
催宣言につづき、来賓によるテープカット、出展者挨拶、戸沢学長挨拶、岡村
理事長の発声による乾杯、という順序で進行した。
②開催記念講演会1
　日　時；1998年11月4日（水）14時～17時
　会　場；大学会館5階父母センター会議室
　講　演；「英国文化年間の意義」
　　　　　　講師　マイケル・バーレット氏
　　　　　「エディンバラ・アワードの理念
　　　　　　と活動」
　　　　　　講師　テレンス・レーガン氏
　　　　　　講師　橋本　孝氏
　　　　　「日本民俗文化の深層～国際理解
　　　　　　と日本文化の再認識によせて」
　　　　　　講師
　参加者；53名
③開催記念講演会ll
　日　時；1998年11月11日　（水）
　会　場；大学会館6階校友センター会議室
　講　演；「応彦の水墨画」
　　　　　　講師　濱中応彦氏
　参加者；34名
特別展「水墨画と筒描藍染で詩う　テムス河旅情」展展示風景
後藤総一郎教授（本学政治経済学部教授・図書館長）
14時～15時30分
（4）監視員のボランティア
　会期中、展示室内の監視員を、考古学博物館友の会ならびに同会分科会古文書を読む
会の皆さんにボランティアでお務めいただいた。ご芳名を記して謝意を表したい。
　市山満彦　長谷川由蔵　木暮満里子　阿部継子　竹内豊　上野さだ子　小森亥三夫
　神宮一晃　田中正儀　遠藤良治　岸井貫　村山哲夫　山科佳津子　藤野正治　伊藤英一
　萩原清高　細川秀幸　星野健　嶺　宏　渡邊やす子　藤野ひろみ　　（順不動敬称略）
2　企画展「飛騨高山の伝統工芸」展の開催
　例年通り、特定の伝統的工芸品の産地を取
り上げ、産地の概況、工芸品の技法、製造工
程、新動向などについて紹介することとし、
本年度は岐阜県高山市の伝統的工芸品である
飛騨春慶（漆器）と渋草焼（陶磁器）を取り
上げて企画展を開催した。展示の内容は、産
地の概況、各工芸品の技法、製造工程、工芸
品産業の新動向を紹介するため、（1）町衆の実
力、（2）飛騨春慶、（3＞飛騨春慶の製造工程1
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木地づくり、（4）飛騨春慶の製造工程ll　塗り、
（5＞渋草焼の歴史、（6）芳国舎、（7）柳造窯、（8）協
業組合渋草、という導入部＋8つのテーマ展
示で構成した。各パートの内容は次の通りで
ある。
〔導入〕
　今回、中心的に取り上げる飛騨春慶、渋草
焼（芳国舎渋草製陶所製品）、同（協業組合
渋草・柳造窯製品）を一通り紹介し、加えて、
それ以外の高山市および岐阜県飛騨地方の伝 企画展「飛騨高山の伝統工芸」展　飛騨春慶の展示
統的工芸品である、一位一刀彫、小糸焼、山田焼、古川和ろうそくを展示した。
（1＞町衆の実力
　今回、紹介する工芸品の主要な原材料である、サワラの原材、渋草陶土、渋草陶石を
展示した。また、農業生産力が低いため税を労働力で納めた“飛騨の匠”発祥の理由、
高山の商業の発展など、産地の歴史的な背景を説明した。
（2）飛騨春慶
　無着色の漆を木地の上に塗り重ねる漆芸技法である、飛騨春慶塗の主要な技法による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんな　　　　　　へき製品を紹介。代表的な木地の加飾方法である「割り目」「鉋目」「批目」について、それ
ぞれ製品を展示した。
（3）飛騨春慶の製造工程1　木地づくり
　飛騨春慶の代表的な木地製法に
は、「曲物」「留物（板物）」「挽物」
の3種があり、それぞれの工程につ
いて理解できるよう、製造工程に製
造現場の写真を併せた展示を行っ
た。割り目半月膳の製造工程を用い、
縁部分の「曲げ」、底板の「割り目
加飾」と、底板と縁を合わせる「留
付」加工を展示。また、尺丸盆の工
程によって「挽物」木地の工程を紹
介した。
（4）飛騨春慶の製造工程ll　塗り
　木地への下地加工、下塗、摺漆か
ら上塗までの各工程を、中途製作品
3点と完成品に写真を交えて紹介し
た。また、漆塗り用の刷毛、漆濾し
用の和紙を展示した。下地加工は、
砂や赤土を粉末状に砕いて水に解い
た「砥粉（とのこ）」を塗布するも
ので、塗りムラを防ぎ、漆を塗った
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表面を滑らかに仕上げるために行う。下塗は
黄色または紅色に着色した大豆汁（または同
質のカゼイン）を塗布することによって漆の
木地への急激な浸透を防ぐ。摺漆は刷毛で漆
を摺りこんでは布団綿で拭きとる作業を繰り
返すことで、これによって上塗後の深味のあ
る色調が出る。
（5）渋草焼の歴史
　江戸幕府の飛騨郡代（代官のうち広域的な
支配を行う者）による渋草焼開祖初代戸田柳
造の招へい、
企画展「飛騨高山の伝統工芸」展　渋草焼粕薬原料の展示
　　　　　　明治に入ってからの鉱山経営者、酒造家、呉服商ら商人仲間による再興、
それぞれの歴史的経緯を反映して現在2軒の窯元が残る渋草焼の数奇な歴史を紹介した。
（6）芳国舎
　渋草焼の窯元のうち磁器を製造する芳国舎渋草製陶所の製品を、絵付の種別と器種構
成を理解できるように紹介した。コバルトのみの下絵による「染付」、染付に赤・黄・緑
等の上絵を施した「染錦」、赤絵磁器についてそれぞれ製品を展示した。また、染錦磁器
の工程（①成形・素焼→②下絵付→③施粕→④本焼成→⑤上絵付→⑥上絵焼成・完成）
を展示した。
（7）柳造窯
　渋草焼の窯元のうち陶器を製造する協業組合渋草（柳造窯）の製品を紹介した。飛騨
地方は陶土に恵まれないものの、粕薬原料となる鉱物資源は多種多様なものが採取でき
る。柳造窯ではそうした飛騨の特色を巧みに生かした粕薬の調合をしているのが特徴で
あるため、ここでは粕薬原料と上絵絵の具を展示した。「胡錦」粕と籾灰、「青磁」紬と
益田川の堆積岩と藁灰、「古染」と蔵柱陶石、という具合に粕薬原料と完成品を並べて展
示した。また、6代目柳造による作陶桜画抹茶茶碗を展示した。
（8＞協業組合渋草
　地場産業の新動向として、柳造窯の陶器を中核に春慶塗、卓上用小型コンロ、木製品
などの異業種による協業組合の実態について、それぞれ製品を展示して紹介した。
3　講演と映画の会
　企画展の開催を記念して、産地から関係者を講師として招き、学生・一般を対象とし
た公開講演会を開催した。
日　時；1998年11月25日　（水）　午後2時～4時
会　場；大学会館5階父母センター会議室
講　演；「飛騨高山・伝統工芸・渋草焼を継承し尚且つ存続させるには…」
　　　　　講　師；畑中昌平氏（協業組合渋草代表理事）
　　　　　映　画；「飛騨高山渋草焼」（テレビ放映をプロモーション用に編集したもの）
　　　　　参加者；31名
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4　展示解説会
（1）ギャラリートーク
　97年度企画展「東北地方の馬と伝統工芸」展の会期終了を記念し、展示解説ならびに
それに関する質疑応答を内容とするギャラリートークを開催した。
　日　時；1998年5月11日（月）　午後4時40分～5時30分
　会　場；商品陳列館展示室
　解　説；外山　徹（学芸員）
　参加者；20名
（2）オープン・エキシビション（開放展示）
　展示資料をガラスケースから出して展示し、来館者が資料を手に取りながら解説を聞
けるようなイベントを企画した。当初は産地関係者を解説に招く予定であったが、繁忙
期にあたったため、それについては実現しなかった。
　日　時；1998年12月2日（火）　解説は午後1時30分～4時30分
　会　場；商品陳列館展示室
　解　説；外山　徹（学芸員）
　参加者；12名
5　博物館実習
（1）学芸員養成課程からの館務実習の受入れ
〔前期〕
　5月11日　（月）～15日（金）岡田則子
　5月18日（月）～22日（金）坂爪志穂　鳥山淳子
　6月1日（月）～5日（金）高良美保子
　7月13日　（月）～17日　（金）早川富美子
〔後期〕
　10月26日（月）～31日（金）高沢サト　日高千春
　11月9日（月）～13日（金）高尾明子　鈴木優紀子
（2）他大学からの館務実習の受入れ
　9月21日（月）～10月5日（月）古山精一（専修大学3年）
　10月12日　（月）～16日　（金）畑ひろ乃（共立女子大4年）
　10月26日　（月）～30日（金）得能祐子（共立女子大4年）
　11月9日　（月）～13日　（金）金牧順子（創価大学3年）
〔実習内容〕
・日常業務補佐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通年）
・図書カードの作成と配架　　　　　　　　　　　　　　　（5～9月）
・資料整理および資料台帳カードの作成　　　　　　　　　（5～9月）
・97年度企画展の撤去と常設展の復元作業　　　　　　　　　（5月）
・98年度企画展展示用解説パネル・キャプション類の製作　　（10・11月）
・98年度企画展展示替作業　　　　　　　　　　　　　　　　（11月）
・その他当該期の館務補佐　　　　　　　　　　　　　　　　（通年）
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（3）見学実習
　館務実習とは別に、下記の通り見学実習を受け入れた。
　　創価大学　6月20日（土）　　　　36名
　　関西大学　9月17日（木）　　　　48名
6　文献閲覧サービス
展示資料に関する情報提供の一環として参考文献を閲覧に供した。
収集保存
1　資料の収集
　昨年度に引き続き、収集の重点対象である伝統的工芸品等を資料として購入した。そ
の内訳は、飛騨春慶（漆器・岐阜県）2点と3組、渋草焼（陶磁器・岐阜県）19点と1
組、協業組合渋草製品3点、一位一刀彫（置物・岐阜県）2点、小糸焼（陶器・岐阜県）
4点、山田焼（陶器・岐阜県）4点、東京染小紋（染色製品・東京都）3点、同中途製
作品3点の、合計9品目44件（40点と4組）である。
（1）98年度企画展出展資料の収集
　飛騨春慶は代表的な加飾技法（割り目・批目・鉋目）、木地成形技法（曲物・留物・挽
物）、器種構成（盆類・花器類・重箱等）をカバーできるよう、既蔵資料に足りないもの
について収集することとした。また、製造工程についても、すべての木地成形技法をカ
バーできるように製作を依頼し収集することができた。渋草焼は磁器の芳国舎渋草製陶
所製品と陶器の協業組合渋草（柳造窯）製品をそれぞれ収集した。芳国舎の磁器は、明
治期に設立された芳国社製品の系譜を引き、当時最も一般的であった染付磁器に、赤・
黄・緑等の上絵を施した染錦が中心となっている。染付、染錦、赤絵の主要3技法と、
碗・皿・鉢といった会席用食器の器種構成をカバーできるように製品を選定して収集し
た。また、未収集であった染錦磁器の製造工程を収集することができた。柳造窯製品は、
美術工芸的な評価の高い6代戸田柳造の作陶を頂点に、レギュラー製品である茶陶・花
器などの高級品とハンドメイド製品としては極力価格を抑えたテーブルウエア類とで構
成されている。また、地元産の鉱物等を用いた、地域の特色を意識した粕薬の開発が行
われているので、それらの商品バリエーションをカバーできるように製品を収集した。
　この他、高山市内の伝統的工芸品を収集した。一位一刀彫は、イチイの木を原材料と
した木製の置物類で、通商産業大臣指定伝統的工芸品に指定されている、産地の規模的
にも飛騨春慶とならび当地を代表する工芸である。小糸焼は、現在の窯場は第2次大戦
後に再興されたものであるが、高山市内最古の窯場であった。山田焼は、高級食器を中
心に発展した渋草焼とは異なり、壺・甕・摺鉢などの雑器・厨房用品を焼いてきた窯場
である。現在、土産ものとしては最も手頃な製品として店頭に並んでいる。
（2）その他の収集資料
　従来、伊勢型紙の展示を行ってきたが、型紙を用いての染色については、小紋染を収
蔵していなかったため具体的に提示することができなかった。また、将来的に関東地方
の染織製品を企画展の題材として計画しているため、伊勢型紙を用いた染色製品である
東京染小紋を収集した。完成品とともに、中間工程である糊置工程のサンプルを同時に
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収集し、型染の技法を具体的に提示することができるようにした。
　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
　なお、98年度には6件の資料の寄贈を受けた。詳細は後段の事業報告を参照のこと。
2　資料の保存
　昨年度に引き続き収蔵資料一点ごとの資料台帳カードを作成した。
3　資料の修復
　漆器製品について下記の資料の修復を行った。
　　津軽塗・唐塗菓子鉢　　　　1点
　　輪島塗・しゃもじ　　　　4点
調査研究
1　伝統的工芸品産業の実態調査
　以下の通り、伝統的工芸品産業の実態に関する調査を行った。
　（1）飛騨春慶・渋草焼（岐阜県高山市第皿次）
　　期日；8月19日～21日
　　調査員；刀根館長　外山学芸員
　　調査先；協業組合渋草　匠の森　飛騨春慶連合協同組合　小糸焼窯元　小林陶舎（山
　　　　　　田焼）　芳国舎渋草製陶所
　（2＞阿波正藍しじら織・阿波和紙・大谷焼（徳島県第ll次）
　　期日；9月1日～3日
　　調査員；外山学芸員
　　調査先；阿波和紙伝統産業会館　アスティ徳島・徳島工芸村　大谷焼陶業協会　阿波
　　　　　　しじら織協同組合
　（4＞伊勢崎緋・桐生織（群馬県第1次）
　　期日；3月10日・11日
　　調査員；外山学芸員
　　調査先；伊勢崎織物工業組合　桐生織物協同組合　織物参考館「紫（ゆかり）」
　（4）結城紬（結城紬第1次）
　　期日；3月18日・19日
　　調査員；外山学芸員
　　調査先；栃木県本場結城紬織物協同組合　茨城県本場結城紬織物協同組合　本場結城
　　　　　　紬染織資料館「手緒里」　本場結城紬郷土館　結城紬工芸館「つむぎの館」
　　　　　　結城市伝統工芸館
※調査にあたっては下記の調査および作業を行った。
①ヒアリング調査
・産地の概況（事業所数，従業者，生産・出荷高の変遷と傾向，分業体制，他）
・産地組合の役割について
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・製品の特徴について
・商品開発について
・原材料およびその供給について
・製造工程について
・人材育成について
②博物館等での調査
・伝統産業および伝統的工芸品の歴史的変遷について
・産地の気候・風土・地域的特質について
③企画展開催に向けての準備
・資料収集に関する打合せ
・工芸品製作現場の写真撮影とビデオ撮影
④その他各工芸品の特性に即した事項
おわりに
　以上、1998年度の商品陳列館の活動を概観してみた。特別展「テムズ河旅情」展の開
催は、これまでに同様の催しの経験もなく、準備期間が短かかったこともあり各所に課
題の残るものではあった。引き続いて、企画展「飛騨高山の伝統工芸」展を開催するな
ど、当館の体力からするとオーバー・ワークな感はまぬがれず、それゆえに不備な点が
種々出てきたのも現実であった。しかし、当館の活動について、従来とはまた異なった
利用者層に対してアピールできたこと、また、大きな催しを経験したことと、そこで発見
された課題自体が、今後の博物館事業の幅を広げる上で大きな財産になったと考えたい。
　特定の産地をテーマとした企画展も3回目を迎え、教育普及の材料もかなり蓄積され
てきた。しかし、まだまだ不足する部分も多く、冒頭に掲げた目標への到達を目指して、
さらなる博物館活動の充実を目指してゆきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（とやま　とおる・明治大学商品陳列館学芸員）
〔付記〕
　企画展開催に関して、資料収集と実態調査にあたっては、杉下豊氏（飛騨春慶連合協
同組合前理事長）、松澤光義氏（飛騨春慶連合協同組合理事長）、野口茂氏（飛騨春慶木
地協同組合理事長）、今井隆幸氏（飛騨春慶漆工協同組合理事長）、川上憲一氏（飛騨春
慶木地師）、滝村弘美氏（飛騨春慶塗師）、滝村紀貴氏（同）、畑中昌平氏（協業組合渋草
代表理事）、松山文雄氏（芳国舎渋草製陶所）、松山純子氏（同）、写真の借用にあたって
は酒向憲造氏（㈱東海企画社）、直井真氏（高山屋台会館）、その他多くの方々からご助
力・ご協力を賜った。末筆ながら記して謝意を表する次第である。
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